
令和５年（2023年）5月15日

　令和４年度は、新型コロナウイルス感染症の発生が変動し収束して
いく中で、感染リスクの局限を図りつつ事業をほぼ計画通り推進し
た。 定時総会は３年ぶりに県隊友会長を参集し、ブロック研修会は
８個ブロック中７個ブロックで、中央防衛セミナーは昨年度に引き続
き、聴講者を本部関係者及び特別会員に限定するとともに、一般聴衆
者への公共性確保のためYouTubeで生配信を行いつつ、それぞれ実
施した。
〇 　会勢拡大事業は、過去７年間の入会促進会員の指定要領を見直
し、あらゆる機会をとらえて、部隊・各級指揮官等に対し、適宜隊
友会の活動等を説明する機会の増加を図ることにより、入会者の増
加を目指したが、新型コロナウイルス感染症継続による部隊側の面
会受自粛もあり、入会促進の活動は低調にならざるを得なかった。
〇 　今年度の入会者数は、令和２年１月から開始された自衛官定年延
長が終了したこともあり、昨年度の2,106名から2,274名（即日入会
1,926名、県入会348名）となり168名増加した。

〇 　家族支援協力は、平成29年５月の陸上自衛隊との中央協定、令和
元年６月の海上自衛隊との中央協定、本年度７月26日の航空自衛隊
との中央協定の締結により３自衛隊との体制が６年目で完了すると
ともに、新たに５個県隊友会・支部が８個駐屯地・基地等と協力協
定を結び、現状として72個の県隊友会・支部が137個の駐屯地・基
地等と協力協定を結んでいる。
〇 　４団体合同で作成した７回目の政策提言書は、12月末に政府が
作成する戦略３文書への反映を考慮し、８月26日に折木隊友会理
事長、火箱偕行社理事、杉本水交会理事長、杉山つばさ会副会長か
ら浜田防衛大臣に対して説明、提出した。また、防衛事務次官、
人事教育局長、４幕僚長、自民党（幹事長代行、総務会長、政調会
長）、公明党（代表、外交安全保障調査会長他）及び自民党の予
算・税制等に関する政策懇談会等で説明した。
〇 　他国退役軍人組織との交流に関する調査・研究として、11月８
日、日本とモンゴルが外交関係を開設して50周年の節目に、モンゴ
ル軍人協会エンフ・アマガラン理事長他が隊友会を来訪し、今後の
親善等を含めた懇談を実施した。

〇 　慰霊顕彰事業では、（一社）日本戦没者遺骨収集推進協会（以
下、「推進協会」という）の社員団体として国内外の戦没者遺骨収
集事業に参画している。 国内の硫黄島戦没者遺骨収集事業では、
派遣に際してPCR検査陰性等感染防止に万全が期されて例年の約半
分の規模で実施され、１～４次収集派遣に各１名、計４名の会員が
参加した。国外の戦没者遺骨収集事業では、２年間以上中止されて
いた東部ニューギニア及びビスマーク・ソロモン諸島方面の派遣が
徐々に再開され、東部ニューギニア方面 現地調査派遣（第４次）に
１名、ビスマーク・ソロモン諸島方面の現地調査派遣（第２次）に
１名、同（第３次）に２名、計４名の会員が参加した。

〇 　令和２年６月から開始し３年目を迎えた引越見積支援サービス
は、各地の共済組合支部等の理解と各県隊友会の活動により、現役
隊員の利用件数は年間3,368件（前年550件増）で確実に増加し、
定着化が進んでいる。初めて９月に実施した利用者アンケートで
は、約89％の利用者から「満足」、「やや満足」との回答があっ
た。

〇 　自衛隊の体育振興として、全自衛隊大会（８個競技）及び全日本
銃剣道連盟が主催する大会を後援しているが、令和４年度は、開催
されたラグビー、剣道、レスリング、拳法の４個競技及び全日本銃
剣道連盟が主催する大会を後援した。

〇 　広報の強化として、ホームページの内容の充実、SNSでの発信な
どユーザー目線での発信を推進するとともに、令和４年度ディフェ
ンスの発刊においては、創刊号からの経緯とアンケート結果を反映
して１月に刷新発刊し、好評により初めて増刷をした。また、隊友
紙のWeb化を検討し、令和５年１月からは一部の県において試行を
実施した。

〇 　会務運営の効率化施策として、文書ペーパレス化を推進するとと
もに、県隊友会からの年度報告事項の見直しと様式の統一を実施し
た。

 ⑴　全般
　 　令和４年度末の正会員数は59,248名で、昨年度比1,653名の減で
あった。入会者は2,274名で、即日入会者（内数）は1,926名であ
り、退会者は3,891名で、物故者（内数）は1,247名であった。物故
会員の皆様のご冥福をお祈りします。
　 　賛助会員は158,015名で、特別会員は法人が258社、個人会員が
153名である。支部数は856個で、その内訳は地域支部が853個、職
域支部が３個である。
⑵　役員等の交代等

⑴　公益目的事業１
　　〇 　自衛隊の諸活動に対する激励は、新型コロナウイルス感染症

リスクを考慮してPKO等派遣部隊、災害派遣部隊、新型コロナ
ウイルス・ワクチン接種に係わる派遣隊員（東京と大阪会場）
の激励を本部及び各県隊友会等で適時実施した。

　　〇 　募集援護に対する協力支援は、募集相談員が６名増加し539
名となったが、情報提供数は242件（77件増加）となった。ま
た、就職援護の情報提供数は95件（17件減）で決定者数が66名
（38名増）であった。

　　〇 　予備自衛官勤続記念徽章を、永年勤務者に対し2,902個贈呈
した。

　　〇 　防災ボランティア活動は、被災地で４県隊友会が４回、延べ
８名が参加、また、44個県隊友会が自治体の防災訓練等へ協力
し、延べ430回、延べ2,695人が訓練等に参加した。

⑵　公益目的事業２
　　〇 　中央防衛セミナーは本部関係者及び特別会員125名に参加を

限定し、YouTubeの生配信を実施、ブロック防衛セミナーは
中国ブロックで、本部が助成する県隊友会計画防衛セミナーは
６個県で実施した。

　　〇 　隊友紙は月平均100,015部（月平均3,135部減）を発行、ま
た、ディフェンスは令和５年１月20日に第１刊、３月６日に２
刊、計6,910部（550部増）を発刊し、全国の主要図書館他に送
付した。

⑶　公益目的事業３
　　〇 　自衛隊殉職隊員追悼式は、新型コロナウイルス感染症リスク

を考慮し、部内者及び遺族代表のみで実施された。49個県隊友
会等は駐屯地・基地で実施された殉職隊員追悼式に隊友会名で
供花を手向けるとともに、会員が延べ94回（42回増）、延べ
257人（123人増）が参加した。

　　〇 　中央での慰霊祭は、隊友会本部が千鳥ヶ淵戦没者墓苑慰霊祭

等に例年とほぼ同じく参加した。
　　〇 　地方での慰霊祭は、44個県隊友会が地域で開催される戦没者

慰霊祭等に延べ190回（68回増）、延べ1,021人（422人増）が
参加した。

　　〇 　駐屯地・基地内外の慰霊碑等の清掃は、48個県隊友会が、駐
屯地・基地内外の慰霊碑等の清掃を延べ402回（36回減）、延
べ4,454人（772人減）で実施した。

⑷　収益等事業
　　〇 　再就職支援事業は、北海道訓練センター（HTC）の業務（評

価員・整備員）、補給処及び今年度から学校業務が加わりアウ
トソーシングを落札した防衛支援事業団等に隊友会員を紹介す
る事業を実施している。

　　〇 　平成元年に陸幕の要請に基づき発足した予備自衛官本事業
は、引き続き加入者数の減少が続いており、今後とも地方協力
本部等と連携しての予備自衛官等福祉支援制度の広報に努め、
加入者の増加と脱退者の減少に努める必要がある。

⑸　会議
　　○ 　県隊友会長等会同では、令和４年度政策提言書作成の考え

方、令和３年度会勢拡大施策の成果及び令和４年度の施策、令
和４年度本部の新たな取り組みについて説明した。

　　○ 　全国執行役会では、当初理事長講話の後に、コロナ禍を通じ
た課題等の自由討議を実施した。

監査報告書
　業務並びに財産及び会計状況について監査した結果、適正にして異
常のないことを認めます。
　　　令和５年４月26日
　　　公益社団法人隊友会監事 　新保　雅俊　　　　田中　敏明

　折木理事長、河野常務理事、齊藤常務理事及び太田理事の辞任に伴
う理事４名の選任をお願いするものです。

①　岩﨑　茂　＜新任＞
②　岩田　清文＜新任＞
③　山村　浩　＜新任＞
④　山之上哲郎＜新任＞

※　新理事の任期は、前任者の任期満了の時までとします。

第１号議案　令和４年度事業報告（案）

１　議決権を代理人に委任する方法（代理人に全議案を一任する場合）
　　 　次のいずれかの書面により、所属する県隊友会代理人（県隊

友会長）に委任し議決権を行使してください。
　　① 　県隊友会が準備する「議決権の代理行使書（委任者名

簿）」（様式第２）に署名又は記名押印してください。な
お、代理人に全議案賛成（反対）を委任する場合にも本様式
を使用します。

　　② 　議決権の代理行使書（遠隔者等用）」（様式第３）に署
名又は記名押印し、FAX、はがきへの貼付または電磁的方法
（メール）で県隊友会が定める宛先及び期日までに送付して
下さい。その際、FAXを優先してください。

２　 本人が直接議決権を行使する方法（各議案について賛否が混合
している場合）

　　　次のいずれかの方法により議決権を行使してください。
　　①　書面による議決権の行使
　　　 　「書面による議決権行使書」（様式第４）により議決権を

行使することができます。この場合の議決権行使の期限を令
和５年６月12日㈪隊友会本部到着分までとします。

　　②　電磁的方法による議決権の行使
　　　 　「電磁的方法による議決権行使書」（様式第５＜略＞）に

より議決権を行使することができます。この場合の議決権行
使の期限を令和５年６月12日㈪隊友会本部到着分までとしま
す。この様式をご希望の正会員は、隊友会事務局へメールで
お申し込みください。　事務局：soumu@taiyukai.or.jp

隊友会正会員へのご案内
 　本紙は、公益社団法人隊友会の正会員に、定時総会の
開催と議決権行使要領をお知らせするものです。正会員
全員が議決権を行使されますことをお願いします。
　令和５年５月10日

公益社団法人　隊友会
理事長　折木良一

議決権行使要領

１　全　般

第２号議案   令和４年度収支決算（案）

１　日　時
　　令和５年６月22日（木）　14：40～15：20
２　場　所
　　　　東京都新宿区市谷本村町
　　　　　　ホテルグランドヒル市ヶ谷
　　　　　　電話　03-5227-6911

３　議　案
　⑴　第１号議案・令和４年度事業報告（案）
　⑵　第２号議案・令和４年度収支決算（案）
　⑶　第３号議案・役員選任（案）

令和５年度 定時総会

印 印

議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　案

様式第２ 

     隊友会代理人 

         殿 

 

議決権の代理行使書(委任者名簿) 

  

私達は、隊友紙５月号に同梱・配付された令和２年度定時総会に提議される各議案に

つき、代理人に全議案(一任・賛成・反対)することについて議決権を行使する権限を委

任します。 

NO 郵便番号 住    所 署名又は記名押印 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

 

（注）１ この様式は「代理人に全議案を一任」する場合に使用する。「代理人に全議案賛成を

委任」又は「代理人に全議案反対を委任」する場合にも使用できる。 

   ２ この様式に代え、各県の会員名簿を複写したものを使用することができる。また、様

式第３を活用し、ＦＡＸ、はがき、又は電磁的方法（メール）等により議決権の代理行

使を委任する場合の代理権を証明する書面とすることができる。 

   ３ 全議案(一任・賛成・反対)の箇所は、いずれかを○印で囲み、それぞれ別葉に作成す

る。  

05隊友特別面 1④様式 0420-1410 

様式第２ 

公益社団法人隊友会 

  理事長  折木 良一 殿 

 

議決権行使書(委任者名簿) 

 

私達は、隊友紙５月号に同梱・配付された令和２年度定時総会に提議される各議

案につき、理事長に全議案(一任・賛成・反対)することについて議決権を行使する

権限を委任します。 

NO 郵便番号 住    所 署名又は記名押印 

1    

2    

3    

    

 

（注）１ この様式は「全議案を一任」する場合に使用する。「全議案賛成を委任」又は「全

議案反対を委任」する場合にも使用できる。 

   ２ この様式に代え、各県の会員名簿を複写したものを使用することができる。また、

様式第３を活用し、ＦＡＸ、はがき、又は電磁的方法（メール）等により議決権行

使を証明する書面とすることができる。 

   ３ 全議案(一任・賛成・反対)の箇所は、いずれかを○印で囲み、それぞれ別葉に作

成する。 

様式第２ 

     隊友会代理人 

         殿 

 

議決権の代理行使書(委任者名簿) 

  

私達は、隊友紙５月号に同梱・配付された令和２年度定時総会に提議される各議案に

つき、代理人に全議案(一任・賛成・反対)することについて議決権を行使する権限を委

任します。 

NO 郵便番号 住    所 署名又は記名押印 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

 

（注）１ この様式は「代理人に全議案を一任」する場合に使用する。「代理人に全議案賛成を

委任」又は「代理人に全議案反対を委任」する場合にも使用できる。 

   ２ この様式に代え、各県の会員名簿を複写したものを使用することができる。また、様

式第３を活用し、ＦＡＸ、はがき、又は電磁的方法（メール）等により議決権の代理行

使を委任する場合の代理権を証明する書面とすることができる。 

   ３ 全議案(一任・賛成・反対)の箇所は、いずれかを○印で囲み、それぞれ別葉に作成す

る。  

５

 
 

である。支部数は 856個で、その内訳は地域支部が 853個、職域支部が 3個

である。 

（２）役員等の交代等 

ア 役員 

 区 分 氏 名 退・就任時期 備考 

辞任 
常務理事 増田 好平 R4.6.22  

理 事 西原 正 R4.6.22  

死亡 理 事 加瀬 英明 R4.11.15  

就任 

常務理事 德地 秀士 R4.6.22  

理 事 國分 良成 R4.6.22  

理 事 太田 牧哉 R4.6.22  

イ 執行役 

区 分 氏 名 時 期 備考 

退

任 

本部執行役 常務執行役 山下 裕貴 R4.5.10 陸自 

地域担当執行役 東北 佐藤 次郎 R4.4. 1 陸自 

就

任 

本部執行役 常務執行役 野澤 真 R4.5.10 陸自 

地域担当執行役 東北 若生 明智 R4.4. 1 陸自 

ウ 県隊友会長 
 退任者 就任者 時 期 

新 潟 北條 雄一 飛鳥井 正幸 R4.4.17 

山 梨 北原 照久 吹野 健彦 R4.4.１ 

富 山 埜崎 吉夫 竹口 健二 R4.4.１ 

鳥 取 内田 義則 山本  洋 R4.4.１ 

愛 媛 瀬川 紘一郎 小原 友弘 R4.7.10 

福 岡 宮島 俊信 林田 和彦 R4.4.24 

熊 本 山下 高憲 福田 泰正 R4.7. 3 

３ 主要事業の実施状況 

（１）公益目的事業１ 

〇 自衛隊の諸活動に対する激励は、新型コロナウイルス感染症リスクを

考慮して PKO 等派遣部隊、災害派遣部隊、新型コロナウイルス・ワクチン

接種に係わる派遣隊員（東京と大阪会場）の激励を本部及び各県隊友会等

で適時実施した。 

〇 募集援護に対する協力支援は、募集相談員が 6 名増加し 539 名となっ

たが、情報提供数は 242 件（77 件増加）となった。また、就職援護の情

報提供数は 95件（17 件減）で決定者数が 66名（38名増）であった。 

  〇 予備自衛官勤続記念徽章を、永年勤務者に対し 2,902個贈呈した。 

３　主要事業の実施状況

様式第３

議決権の代理行使書(遠隔者等用)

（記載要領等）

１ あて先欄：貴方が所属する県隊友会名及び会長等名を記載します。

２ 記入要領：黒色のボールペンではっきりと記入して下さい。

３ 送付要領：① できればＦＡＸで

② 次いではがきに貼付し郵送するか

③ 電磁的方法(メール)等により     送付してください。

・ 直接届けていただくことも可能です。

・ 送付先及び期日は県隊友会が示します。

議議決決権権のの代代理理行行使使書書（（遠遠隔隔者者等等用用）） 

あて先 ；      (都・府・県・地方)隊友会代理人

                  殿

   私は、令和３年６月２４日開催の令和３年度定時総会における各議案について、

  貴方を代理人と定め、全議案を代理人に一任します。

                       令和  年  月  日

議決権代理行使委任者

  住 所 〒       

                               

  氏 名（署名又は記名押印）                 

［注］１ 本様式は、全議案を代理人に一任する場合に使用する。
  ２ 本様式は、できればＦＡＸで、ＦＡＸが不可であれば、切り取っては

がきに貼付し郵送するか、本様式内容を電磁的方法(メール)により送付
し議決権の代理行使を行う方法に活用する。

５

様式第３

議決権の代理行使書(遠隔者等用)

（記載要領等）

１ あて先欄：貴方が所属する県隊友会名及び会長等名を記載します。

２ 記入要領：黒色のボールペンではっきりと記入して下さい。

３ 送付要領：① できればＦＡＸで

② 次いではがきに貼付し郵送するか

③ 電磁的方法(メール)等により     送付してください。

・ 直接届けていただくことも可能です。

・ 送付先及び期日は県隊友会が示します。

議議決決権権のの代代理理行行使使書書（（遠遠隔隔者者等等用用）） 

あて先 ；      (都・府・県・地方)隊友会代理人

                  殿

   私は、令和３年６月２４日開催の令和３年度定時総会における各議案について、

  貴方を代理人と定め、全議案を代理人に一任します。

                       令和  年  月  日

議決権代理行使委任者

  住 所 〒       

                               

  氏 名（署名又は記名押印）                 

［注］１ 本様式は、全議案を代理人に一任する場合に使用する。
  ２ 本様式は、できればＦＡＸで、ＦＡＸが不可であれば、切り取っては

がきに貼付し郵送するか、本様式内容を電磁的方法(メール)により送付
し議決権の代理行使を行う方法に活用する。

様式第３

議決権の代理行使書(遠隔者等用)

（記載要領等）

１ あて先欄：貴方が所属する県隊友会名及び会長等名を記載します。

２ 記入要領：黒色のボールペンではっきりと記入して下さい。

３ 送付要領：① できればＦＡＸで

② 次いではがきに貼付し郵送するか

③ 電磁的方法(メール)等により     送付してください。

・ 直接届けていただくことも可能です。

・ 送付先及び期日は県隊友会が示します。

議議決決権権のの代代理理行行使使書書（（遠遠隔隔者者等等用用）） 

あて先 ；      (都・府・県・地方)隊友会代理人

                  殿

   私は、令和３年６月２４日開催の令和３年度定時総会における各議案について、

  貴方を代理人と定め、全議案を代理人に一任します。

                       令和  年  月  日

議決権代理行使委任者

  住 所 〒       

                               

  氏 名（署名又は記名押印）                 

［注］１ 本様式は、全議案を代理人に一任する場合に使用する。
  ２ 本様式は、できればＦＡＸで、ＦＡＸが不可であれば、切り取っては

がきに貼付し郵送するか、本様式内容を電磁的方法(メール)により送付
し議決権の代理行使を行う方法に活用する。

様式第３

議決権の代理行使書(遠隔者等用)

（記載要領等）

１ あて先欄：貴方が所属する県隊友会名及び会長等名を記載します。

２ 記入要領：黒色のボールペンではっきりと記入して下さい。

３ 送付要領：① できればＦＡＸで

② 次いではがきに貼付し郵送するか

③ 電磁的方法(メール)等により     送付してください。

・ 直接届けていただくことも可能です。

・ 送付先及び期日は県隊友会が示します。

議議決決権権のの代代理理行行使使書書（（遠遠隔隔者者等等用用）） 

あて先 ；      (都・府・県・地方)隊友会代理人

                  殿

   私は、令和３年６月２４日開催の令和３年度定時総会における各議案について、

  貴方を代理人と定め、全議案を代理人に一任します。

                       令和  年  月  日

議決権代理行使委任者

  住 所 〒       

                               

  氏 名（署名又は記名押印）                 

［注］１ 本様式は、全議案を代理人に一任する場合に使用する。
  ２ 本様式は、できればＦＡＸで、ＦＡＸが不可であれば、切り取っては

がきに貼付し郵送するか、本様式内容を電磁的方法(メール)により送付
し議決権の代理行使を行う方法に活用する。

５

第３号議案   役員選任（案）

様式第４ 
書面による議決権行使書 

 
令和５年  月  日   

公益社団法人 隊友会理事長 殿 
 
            議決権行使者所属県隊友会 (         ) 
             

議決権行使者住所                
 
            議決権行使者氏名           ㊞ 
                    （署名又は記名押印） 
 
 私は、令和５年６月２２日に開催される令和５年度定時総会における下記議案につ
いて、次のとおり書面による議決権を行使します。 
 
１  各議案についての賛否 

議案番号 議    題 賛 否 

第１号議案 令和４年度事業報告(案)   

第２号議案 令和４年度収支決算(案)   

第３号議案 役員選任(案)   

① 新任理事 岩﨑 茂   

② 新任理事 岩田 清文   

③ 新任理事 山村 浩   

④ 新任理事 山之上哲郎   

 
※ 各議案について、「賛」・「否」のいずれかを○印で表示する。 

 
２ 議決権の行使期限 
  令和５年６月１２日（月）隊友会本部到着分までとします。 
 
３ 賛否の取扱 
・ 「賛」・「否」の両方に○印がある場合及び両方に○印がない場合には、その議案

について賛成とみなす。 
・ ○印以外の記号で賛成欄に表示がある場合には、その表示は賛成とみなす。 

 
 
写送付先：    隊友会長（所属県隊友会長） 

０５隊友特別版様式４ ０４２６－０９４０ 

１　役員（理事）候補者

２　会基盤の状況

科　　　目 金　額（単位：千円）
経常収益　
　１　会費
　２　寄付金
　３　事業収益
　４　その他
　　　　経常収益計
経常費用
　１　事業費
　２　管理費
　　　　経常費用計
評価損益等

127,518
25,703
95,451
41,024
289,696

238,013
46,365
284,378

70
　当期経常増減額 5,388
経常外収益
経常外費用

△193
150

　当期経常外増減額 43
　当期一般正味財産増減額
　一般正味財産期首残高
　一般正味財産期末残高

5,432
771,373
776,805

　当期指定正味財産増減額
　指定正味財産期首残高
　指定正味財産期末残高

△664
112,063
111,399

正味財産期末残高 888,205
（四捨五入のため不符号あり）


